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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2014-501633(P2014-501633A)
【公表日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-004
【出願番号】特願2013-530776(P2013-530776)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月9日(2014.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット印刷方法であって、
　排出されるインクが
　－　触媒、有利にはＰｔ／Ｃ；
　－　（ア）イオノマー；
　－　溶媒系、有利に５０から８０℃の間の範囲の温度で蒸発する能力のある、溶媒系、
　を含み、
　排出されるインクは、保湿剤を含まず、
　排出されるインクは、２０℃以下の温度であり、そして有利には－２０℃から２０℃の
範囲にある温度である、インクジェット印刷方法。
【請求項２】
　前記排出されるインクの温度が１５℃よりも低く、有利には１０℃よりも低いことを特
徴とする請求項１に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項３】
　前記インクは、エチレングリコール、グリセロール、またはプロピレングリコールを含
まないことを特徴とする請求項１又は２に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項４】
　前記インクは、少なくとも９５％の溶媒の重量を備えていることを特徴とする請求項１
から３のいずれか１項に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項５】
　前記方法が燃料電池で触媒層の印刷のために実行されることを特徴とする請求項１から
４のいずれか１項に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項６】
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　前記溶媒系は、水／エタノール混合物、有利には５０／５０又は２５／７５重量比率で
あることを特徴とする請求項５のインクジェット印刷方法。
【請求項７】
　前記方法が気候チャンバにおいて、有利には制御された温度及び湿度で、実行されるこ
とを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載のインクジェット印刷方法。
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